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平成２８年１２月２８日	

各 位	

上場会社名	 パイプドＨＤ株式会社	

代表者名	 代表取締役社長	 佐谷宣昭	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 （コード番号	3919）	

問合せ先責任者	 取締役	 			 	 	 大屋重幸	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 （TEL	03-6744-8039）	

	

一部事業からの撤退及び連結業績予想の修正に関するお知らせ	

	

当社は、平成２８年１２月２８日開催の当社取締役会において、当社グループが提供している

一部の事業から撤退すること、及び平成２８年４月１日に発表した平成２９年２月期（自	 平成

２８年３月１日	 至	 平成２９年２月２８日）の連結業績予想を修正することを決議いたしまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。	

	

記	

	

１.	撤退する事業	

当社連結子会社である株式会社ウェアハートが営む女性ファッション誌の通販サイトの運用

及びそれに付帯する事業	

	

	

２.	事業撤退の理由	

株式会社ウェアハートは、平成２７年７月より、女性ファッション誌の通販サイトの運用を行

っており、雑誌との連動企画、新規ブランドの取扱開始等を通して会員獲得及び流通総額増大に

よる事業規模の拡大を目指してまいりました。	

しかしながら、コスト面において事業構造的な赤字体質を改善しえない状況であり、当社グル

ープが主体的な立場でこの事業を継続することは困難であると判断したため、このたび当該事業

からの撤退を決定いたしました。また、上記要因により、同社の平成２９年２月期の売上高及び

利益は、当初の業績見通しに対して大幅に未達となる見込となりました。	

なお、上記は株式会社ウェアハートが営む当該事業に固有の独立した問題であるため、アパレ

ル・ファッションに特化した EC サイトの構築及び運営受託事業については引き続き継続してま

いります。また、事業撤退により、株式会社ウェアハートは今後清算に向けた処理を進める予定

であり、その過程で在庫等の資産の処分による損失の発生する可能性がありますが、これら資産

の処分による損失自体が今期の連結業績に与える影響は軽微であると判断しております。	
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３.	撤退する事業の概要	

(１) 当該子会社の概要	

名称	 株式会社ウェアハート	

所在地	 東京都港区赤坂二丁目９番１１号	

代表者	 代表取締役社長	 西田竜司	

事業内容	 女性ファッション誌の通販サイトの運用	

資本金	 ３，０００万円	

	

(２) 当該事業の経営成績	

平成２９年２月期第３四半期（自	 平成２８年３月１日	 至	 平成２８年１１月３０日）

における当該事業の経営成績及び連結実績に占める割合は以下のとおりであります。	

	 当該事業（ａ）	 連結実績（ｂ）	 比率（ａ／ｂ）	

売上高	
百万円	
84	

百万円	
3,487	

％	

2.4	

売上総利益	 9	 2,440	 0.4	

営業利益	 △43	 596	 △7.2	

経常利益	 △43	 607	 △7.2	

※	 当該事業を営む株式会社ウェアハートは平成２８年２月期の期中である平成２７年７月に設

立した会社であり、平成２８年２月期通期の業績を比較することが適当ではないため、平成２

９年２月期第３四半期の業績を比較しております。	

	

(３) 当該事業に属する従業員及び資産等の取扱い	

当該事業に属する従業員につきましては、本人の意向を確認した上で、希望者には当社

グループ内の事業への再配置を検討いたします。なお、当該事業は特筆すべき資産は保有

しておりません。	

	

	

４.	日程	

取締役会決議日	 平成２８年１２月２８日	

事業廃止期日	 平成２９年２月２８日（予定）	
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５.	平成２９年２月期の連結業績予想の修正	

上記のとおり、株式会社ウェアハートの事業撤退にあたり、その他の事業の進捗状況等も踏ま

えて今期の業績予想の見直しを行いました。その結果、ソリューション事業セグメントにおいて、

女性ファッション誌の通販サイトの運用及びそれに付帯する事業で、売上高約 400 百万円、営業

利益約 70 百万円を当初の業績予想から下回る見込みとなりました。当該事業については、上記

に説明しましたとおり、当社グループは撤退する方針であります。同じくソリューション事業セ

グメントにおけるデジタル CRM 支援事業で、売上高約 100 百万円、営業利益約 70 百万円を当初

の業績予想から下回る見込みであります。デジタル CRM 支援事業につきましては、当社から派遣

する取締役の増員、社員の育成、販売体制の整備など主に人員体制の強化などの改善施策を優先

して進めており、業績への貢献が遅れました。また、広告事業セグメントで、売上高約 100 百万

円、営業利益約 30 百万円を当初の業績予想から下回る見込みです。広告事業につきましては、

共同出資会社との提携による相乗効果の発現と業績へ貢献が遅れておりましたが、直近では、協

力関係の強化と営業努力が徐々に奏功しはじめており、今後順調に増加してゆくことが期待でき

る状況であると判断しております。	

なお、その他のセグメント・事業については、概ね順調に推移しております。	

以上にご説明した要因を踏まえ、平成２８年４月１日に公表した平成２９年２月期の通期連結

業績予想を下記のとおり修正いたします。	

（自	 平成２８年３月１日	 至	 平成２９年２月２８日）	

	
連結	

売上高	

連結	

営業利益	

連結	

経常利益	

親会社株主

に帰属する

当期純利益	

１株当たり	

連結	

当期純利益	

期末配当	

前回発表予想（Ａ）	
百万円	

5,400	
百万円	
1,000	

百万円	

990	
百万円	

580	
円	銭	

76.50	
円	銭	

12.00	

今回修正予想（Ｂ）	
	

4,800	
	

830	
	

830	
	

430	
	

56.67	
	

12.00	

増減額（Ｂ－Ａ）	
	

△600	
	

△170	
	

△160	
	

△150	
	

△19.83	
	
-	

増減率（％）	
	

△11.1	
	

△17.0	
	

△16.2	
	

△25.9	
	

△25.9	
	
-	

(参考)前期連結実績	
(平成２８年２月期)	

	
4,006	

	
580	

	
560	

	
247	

	
31.69	

	
10.00	

	

	

以上	


